
国 士 舘 大 学 教 育 後 援 会 事 業 

  国士舘大学教育後援会は、設立 6 年目となります。総会で承認された新規事業の実施にあたっては、大学関

係部局との調整を図り、精力的に推し進めています。 

以下の事業は、令和３年度において国士舘大学教育後援会が会則に定める目的遂行のため計画した事業の概

要でございます。会員皆様のご理解ご協力に感謝申し上げるとともに、ここに報告いたします。 

１．国士舘大学教育後援会第 6回総会の開催 

令和 3 年 6 月 28 日、世田谷キャンパスのメイプルセンチュリーホール 1 階大教室において、国士舘大学教

育後援会第 6回総会を開催しました。 

各学部から推薦・選出された父母役員 42 人と、大学からの来賓として佐藤圭一学長のご列席を得て、山田

愼吾会長をはじめとする学内教職員の役員約 10人が出席しました。 

議題では、令和 2年度事業報告及び同年度決算について報告・承認があり、続いて令和 3年度事業計画及び

同年度予算についての報告・承認がありました。 

総会終了後の情報交換会は新型コロナ感染症対策を考慮し中止となりました。 

    

          総会議事の模様          就職状況説明会の模様 

２．大学と保護者との連携強化に関する事業 

  令和 4 年 1 月、広報誌「国士舘大学教育後援会だより Vol.6」を作成し、会員へ送付しました。また、国士

舘大学が主催する父母懇談会の後援及び地方開催の支援については、新型コロナ感染症対策として秋期に開催

時期が変更となりましたが、会長・副会長・幹事長・役員有志が受付業務その他で、大学担当部局と協力して

実施しました。 

次に、国士舘大学教育後援会の会員向け情報を発信・提供するホームページの開設については、国士舘大学

とのリンクを含めて、情報発信の充実を図りました。令和 3 年度の総アクセス数は 84,640 件でした。 

  

 父母懇談会の会長挨拶           受付業務支援の模様 

３．学生の教育・研究、厚生・就職、スポーツ・文化活動への支援事業 

 (1) 学園祭への充実支援金援助 

    令和 3 年度は新型コロナ感染症対策を徹底して開催規模を縮小し、屋外露天等は中止して学園祭が開催さ

れました。学園祭実行委員会への支援金を贈りました。 

 



(2) 臨時バス運行の支援 

町田キャンパス、鶴川駅間及び多摩キャンパス、永山駅間並びに両キャンパス間で運行している通学用

バスについて、増員便の無料運行を継続するため経費の一部を財政支援しました。 

次に、令和 4 年 1 月に開催された東京箱根間往復大学駅伝競走の出場が決定しましたが、沿道応援の

禁止に伴い応援バスは中止となりました。  

 (3) 奨学金事業の推進 

経済的困窮者への奨学事業については、育英奨学金規程に基づく申請者がありませんでしたが、新型コ

ロナ感染症に伴う家計急変及び授業料未納による除籍・退学を迫られた学生から、学生部を経て「夢をあ

きらめない奨学金」の申請があり、奨学金選考委員会による面接等を実施し 22 名に対して奨学金を支給、

または国の修学支援制度無償化の一時立替等の支援を行いました。 

 

  

 奨学金選考委員会面接               役員会の模様 

    (4) キャリア支援事業 

キャリア支援センターからの要望を受け、コロナ禍での就職活動支援の一環として、自宅で常時活用

できる SPI3 模擬試験受験対策書籍を 4 年生全員に配布の支援を行いました。計画していた防災士資格

取得の受験料支援と海外留学支援については、コロナ禍の影響を考慮して大学関係部局との調整・検討

の結果、次年度以降への繰り越しとなりました。 

４．大学の教育・研究・社会貢献活動の後援事業 

  世田谷キャンパスメイプルセンチュリーホール内にあるプール、フイットネス入会時の登録料と在学生の更

新料の無償化は、継続して支援を実施しました。その他、大学が実施予定のボランティア活動はすべて中止と

なったため、次年度以降への繰り越しとなりました。 

５．その他の目的を達成するために必要とする事業 

 (1)継続事業 

①国士舘大学が推進する環境整備事業(共通スペースの緑化)を今年度も支援しました。 

②国士舘安否確認システムの学生登録料を継続して支援をしました。 

③令和 3 年度卒業生への記念品として、救急用品セットを配布しました。 

④令和 4 年度新入生への記念品として、防災グッズを新入生に配布しました。 

⑤2020 オリンピック・パラリンビック出場学生に激励金を贈呈しました。 

⑥就職活動の際に求められる英語力を知るための英語検定料の支援を行いました。 

(2)新規事業 

①将来計画に向けた｢奨学金特別会計｣に資金積み立てを実施しました。 

②「緊急短期少額貸与奨学金制度」を規定化して、学生の生活困窮支援体制を整備しました。 

 

国士舘大学教育後援会事務局( 担当:田野倉、田巻、山本、柴田 ) 

電話:03-3418-2692  Mall:kyoikukoenkai@gm.tp1.jp 


